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ぼ
全
域
で
未
だ
に
断
水
が
続
い
て
い
る
。
地
震
に
伴
い
道
路
だ
け
で
は
な
く
地
盤
の
隆
起
や
陥
没

が
、
能
登
半
島
全
体
で
発
生
し
送
水
管
や
水
道
本
管
・
支
管
が
破
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

石
川
県
は
水
道
管
を
地
上
に
布
設
す
る
な
ど
の
手
法
で
３
月
末
ま
で
の
仮
復
旧
を
目
指
し
て
い

る
が
、
能
登
地
方
８
市
町
で
は
未
だ
に
４
万
２
千
戸
が
断
水
し
、
仮
復
旧
は
４
月
以
降
に
ず
れ
込

む
見
通
し
で
あ
る
。

　

被
災
地
の
避
難
所
を
視
察
し
た
岸
田
総
理
か
ら
「
今
一
番
欲
し
い
も
の
は
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た

女
性
の
回
答
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
飲
料
水
は
あ
る
、
必
要
な
の
は
生
活
用
水
で
す
」
と
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
一
般
家
庭
で
は
１
時
間
に
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
は
出
る
、
世
界
に
誇
れ
る

日
本
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
、
ま
さ
に
国
民
の
命
の
水
で
あ
る
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興
が
待
っ

た
無
し
で
あ
る
。

１
．
日
本
水
道
の
現
状

　

明
治
20
年
か
ら
日
本
の
近
代
水
道
（
有
圧
で
配
管
送
水
）
が
始
ま
り
、
令
和
２
年
度
で
水
道
普

及
率
は
98
％
、
水
道
を
利
用
し
て
い
る
給
水
人
口
は
１
億
２
，３
３
９
万
人
で
あ
る
。
全
国
の
水

道
管
の
総
延
長
は
約
74
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
地
球
１
８
・
５
周
分
の
長
さ
）
で
あ
る
が
、
そ
の
約

20
％
は
法
定
耐
用
年
数
（
40
年
）
を
経
過
し
た
老
朽
管
で
あ
る
。
年
間
約
２
万
件
に
上
る
漏
水
事

故
が
報
告
さ
れ
て
い
る
、
で
は
な
ぜ
、
老
朽
管
の
取
り
換
え
が
進
ま
な
い
の
か
、
日
本
の
水
道
は

高
度
経
済
成
長
期
に
急
速
に
普
及
し
、
多
く
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、

人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
で
使
用
水
量
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
料
金
収
入
に
よ
る
独
立
採
算

　

２
３
０
人
以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
元
旦
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
、
早
１
カ
月
が
過
ぎ
た
。
能
登

半
島
の
地
形
、
南
北
に
長
く
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
海
岸
添
い
や
急
峻
な
山
間
地

を
縫
う
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
道
路
は
激
し
い
揺
れ
に
よ
り
広
い
範
囲
で
壊
滅
的
な
被
害
（
42
路
線

87
箇
所
で
通
行
止
め
）
を
受
け
寸
断
さ
れ
た
。
震
源
地
に
近
い
海
岸
線
も
約
４
メ
ー
ト
ル
の
隆
起

を
受
け
、
海
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
不
可
能
と
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
資
の
輸
送
が
難
航
し
、
い
ま

だ
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
道
半
ば
で
あ
る
。

　

被
災
地
の
イ
ン
フ
ラ
で
本
格
的
な
復
旧
が
見
通
せ
な
い
の
が
道
路
と
水
道
で
あ
る
。
道
路
は
国

や
自
衛
隊
な
ど
の
懸
命
な
る
復
旧
支
援
で
片
側
通
行
で
の
輸
送
路
が
一
応
確
保
さ
れ
、
26
路
線
で

62
箇
所
を
残
す
の
み
（
２
月
３
日
現
在
）
と
な
っ
た
。

　

避
難
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
水
道
で
あ
る
。
輪
島
市
や
珠
洲
市
な
ど
の
ほ
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上
記
の
よ
う
な
課
題
解
決
の
た
め
に
国
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
平
成
16
年
に
全
国
の
水
道
事
業

体
へ
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
50
年
後
の
水
道
の
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
や
実
現
の
方
策

を
求
め
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
さ
ら
に
平
成
25
年
に
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
求

め
た
が
、
上
記
の
よ
う
に
「
カ
ネ
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
無
し
」
の
三
重
苦
が
続
い
て
い
る
。

４
．
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
政
治
家
の
責
任

　

で
は
な
ぜ
値
上
げ
が
出
来
な
い
の
か
。
水
道
料
金
は
各
自
治
体
が
、
水
道
経
営
に
係
わ
る
経
費

を
も
と
に
料
金
体
系
を
見
直
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
給
水
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
政
治
家
に
と
り
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
、
次
の
選
挙
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
か
っ
て
水
道

事
情
に
詳
し
い
市
長
が
、
水
道
料
金
値
上
げ
を
掲
げ
た
選
挙
で
落
選
、
つ
ま
り
政
治
家
に
と
り
自

分
の
任
期
中
は
、
値
上
げ
先
送
り
が
最
善
の
策
で
あ
っ
た
。

２
．
能
登
半
島
地
震
の
水
道
復
旧

　

水
道
の
復
旧
に
つ
い
て
、
発
災
時
は
石
川
県
内
16
町
村
で
最
大
11
万
戸
が
断
水
し
、
発
災
直
後

か
ら
日
本
水
道
協
会
を
通
じ
全
国
２
４
１
の
自
治
体
の
応
援
給
水
、
さ
ら
に
陸
上
自
衛
隊
、
航
空

自
衛
隊
、
国
交
省
の
各
地
方
整
備
局
が
懸
命
な
る
復
旧
活
動
や
給
水
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

水
道
施
設
被
害
が
広
範
囲
で
、
か
つ
道
路
状
況
も
あ
り
、
１
月
末
で
も
４
万
２
千
戸
が
断
水
の
状

態
で
あ
る
。
電
気
や
通
信
な
ど
の
復
旧
作
業
に
比
べ
水
道
復
旧
に
は
多
く
の
時
間
が
掛
か
っ
て
い

る
。　

制
の
水
道
事
業
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
10
年
間
で
全
国
・
水
道
事
業
体
の
水
道
料
金
収
入

は
約
２
，０
０
０
億
円
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
の
加
速
、
さ
ら
に
団
塊
時
代
の
技
術
者
な
ど
が
大

量
退
職
し
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

１
．
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
状
況

　

地
震
大
国
の
日
本
で
あ
る
が
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
は
、
他
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
比
べ
る
と
遅

れ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
の
防
災
白
書
に
よ
る
と
、
新
幹
線
の
耐
震
化
対
策
を
１
０
０
と
す
る
と
、

空
港
は
84
、
道
路
は
79
、
下
水
道
52
に
対
し
水
道
の
耐
震
化
率
は
①
浄
水
施
設
38
、
基
幹
管
路
40

で
あ
る
。（
厚
労
省
令
和
２
年
度
調
べ
）

２
．
水
道
事
業
に
お
け
る
職
員
数
の
減
少

　

全
国
に
約
４
，３
０
０
の
水
道
事
業
が
存
在
す
る
が
、
係
わ
る
職
員
数
は
ピ
ー
ク
時
（
１
９
８

０
年
）
に
比
べ
39
％
減
少
（
約
４
万
５
千
人
）
し
、
特
に
小
規
模
事
業
体
で
の
減
員
が
著
し
い
。

３
．
水
道
事
業
の
経
営
状
況

　

小
規
模
な
水
道
事
業
体
ほ
ど
経
営
基
盤
が
ぜ
い
弱
で
、
給
水
原
価
（
製
造
価
格
）
が
供
給
単
価

（
販
売
価
格
）
を
上
回
っ
て
い
る
。（
つ
ま
り
原
価
割
れ
の
状
態
）
全
国
の
水
道
事
業
者
１
２
５
２

の
約
40
％
が
原
価
割
れ
で
、
水
道
料
金
収
入
だ
け
で
は
事
業
継
続
が
不
可
能
で
、
一
般
会
計
か
ら

の
補
填
で
経
営
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
水
道
復
旧
の
流
れ
を
概
説
し
た
い
。
河
川
や
地
下
水
な
ど
の
取
水
設
備
か
ら
浄
水
場
に

導
水
管
に
よ
り
送
水
さ
れ
、
こ
の
浄
水
場
か
ら
送
水
管
に
よ
り
高
台
に
あ
る
配
水
池
等
に
貯
留
さ

れ
、
重
力
で
各
家
庭
に
水
道
本
管
・
支
管
を
通
じ
て
配
水
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
水
道
は
複
雑
な

配
管
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ど
こ
か
が
破
断
す
る
と
断
水
状
態
に
陥
る
。
復
旧
に

当
た
っ
て
は
、
そ
の
配
管
に
通
水
し
な
が
ら
、
音
聴
棒
な
ど
で
水
の
流
れ
を
確
認
し
、
次
の
配
管

へ
移
る
と
い
う
、
極
め
て
地
道
な
作
業
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
ま
た
通
水
が
完
成
し
て
も
、
飲
料

水
と
し
て
使
う
た
め
に
は
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た
水
質
検
査
が
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

１
．
石
川
県
の
県
営
水
道
の
復
旧
（
以
下
県
水
と
称
す
）

　

県
水
は
一
級
河
川
の
手
取
川
ダ
ム
を
水
源
と
し
、
鶴
来
浄
水
場
か
ら
北
は
七
尾
市
か
ら
南
は
加

賀
市
ま
で
９
市
４
町
に
送
水
し
て
い
る
。
施
設
能
力
は
約
44
万
㎥
／
日
で
あ
る
が
、
実
際
の
給
水

量
は
24
万
４
千
㎥
／
日
で
県
内
の
水
道
水
の
約
４
割
に
相
当
し
、
そ
の
送
水
管
の
延
長
は
約
２
０

０
キ
ロ
で
あ
る
。
浄
水
場
か
ら
１
０
０
キ
ロ
先
の
七
尾
市
ま
で
高
圧
送
水
す
る
た
め
に
道
路
下
５

メ
ー
ト
ル
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
配
管
も
あ
り
、
水
道
関
係
者
の
懸
命
な
る
漏
水
点
検
・
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
地
震
で
は
、
地
盤
の
隆
起
や
陥
没
が
激
し
く
水
道
管
は
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
復
旧
ま
で
に
は
、
長
期
間

か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

２
．
復
旧
す
る
水
道
施
設
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　

国
に
よ
り
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
現
状
回
復
が
求
め
ら
れ
予
算
が
執
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
東
日
本
大
震
災
の
復
興
で
は
、
巨
大
な
防
波
堤
が
築
か
れ
た
が
、
住
民

が
戻
ら
ず
、
整
備
さ
れ
た
道
路
や
水
道
、
さ
ら
に
高
台
の
住
宅
用
地
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
場
が

多
く
見
ら
れ
る
。
今
後
の
水
道
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、
給
水
人
口
に
よ
り
①
従
来
型
の
水
道
シ

ス
テ
ム
（
す
べ
て
配
管
で
繫
が
っ
て
い
る
）
と
、
②
分
散
型
水
道
給
水
シ
ス
テ
ム
（
地
元
の
水
源

を
使
い
、
そ
の
地
域
で
完
結
す
る
浄
水
設
備
と
Ｄ
Ｘ
化
、
給
水
配
管
網
の
整
備
）
に
区
分
け
し
、

人
口
減
少
が
明
白
な
地
域
に
は
分
散
型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・
普
及
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

　

水
道
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
可
能
性
を
支
え
る
の
は
、
基
本
的
に
居
住
人
口
で
あ
る
。

　

緊
急
復
興
策
で
、
す
で
に
孤
立
集
落
の
集
団
移
転
、
高
齢
者
施
設
の
集
団
移
転
、
中
学
生
の
集

団
移
転
が
検
討
さ
れ
、
一
部
は
実
施
さ
れ
て
い
る
。
２
月
３
日
現
在
で
も
約
１
万
４
千
人
が
避
難

所
で
過
ご
し
て
い
る
。
石
川
県
は
「
創
造
的
復
興
」
を
目
指
し
て
「
六
つ
柱
」
を
掲
げ
た
。
初
会

合
で
馳
知
事
は
「
必
ず
能
登
に
住
民
を
戻
す
」
と
決
意
を
表
明
し
た
が
、
難
し
い
か
じ
取
り
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
復
旧
・
復
興
策
は
、
日
本
が
近
い
将
来
抱
え
る
大
き

な
課
題
解
決
の
先
陣
で
あ
り
、
政
治
家
の
み
な
ら
ず
、
国
民
全
体
で
「
明
日
は
我
が
身
」
と
し
て

熟
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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